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９月定例会は、９月１２日から２１日まで１０日間の会期で開催しました。
提出議案は、補正予算６件、平成２３年度決算認定５件、条例の制定２件、条例の一部改正３件、財
産の取得１件、指定管理者の指定２件、人事案件５件計２４議案を審議し、いずれも原案どおり、可決、
認定、同意しました。
一般質問は、３議員が登壇し（６ページから掲載）それぞれの町の考えを質問しました。

一般会計 ４０億９５７０万円（１億９４３９万円）
国民健康保険特別会計 １０億９９６３万円（ １８１０万円）
簡易水道事業特別会計 １億４０９３万円（ １３１１万円）
介護保険特別会計 ９億３２２２万円（ ３２２０万円）

（左は予算総額、（ ）内は９月補正額）

主 な 内 容
◎介護基盤緊急整備等臨時特別事業補助金 １３７８万円
◎介護施設開設準備経費等補助金 １０８０万円
◎森林整備加速化・林業再生事業工事 ９０５１万円
◎上分公民館解体及び擁壁工事 ７０７４万円
◎名田河配水池改修工事 ７５０万円

一般会計補正予算なら
びに３特別会計補正予算
が提案され総額で２億
５７８０万円が追加されまし
た。
一般会計は、主に介護

基盤緊急整備等臨時特例事業補助金、介護施
設開設準備経費等補助金、森林整備加速化・
林業再生事業工事、上分公民館解体及び擁壁
工事で、簡易水道事業特別会計では、名田河
配水池改修工事の計上でした。

行
政
報
告
等

町
長
か
ら
行
政
等
の
報
告
が
あ
っ

た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

■
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
は
、
９
月
９

日
に
開
催
さ
れ
、
当
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
猛
暑
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

３
万
５
千
人
と
い
う
大
勢
の
人
手
で

賑
わ
い
、
大
盛
況
の
う
ち
に
第
１７
回

目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
を
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

■
神
山
町
か
ら
は
、
私
、
議
長
ほ
か

職
員
３
名
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

を
含
む
４
名
が
、
ま
た
、
Ｊ
Ａ
名
西

郡
か
ら
も
３
名
、
県
当
局
、
東
京
本

部
か
ら
も
多
く
の
出
席
を
み
ま
し

て
、
そ
の
上
に
、
新
鮮
な
っ
と
く
し

ま
号
を
出
し
て
い
た
だ
き
本
町
特
産

の
ス
ダ
チ
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き
た
。

■
ま
た
、
神
山
町
で
は
宮
古
市
を
復

興
支
援
す
る
た
め
に
、
宮
古
市
の
物

産
販
売
を
今
年
の
１０
月
下
旬
か
ら
約

１
ヶ
月
程
度
、
神
山
温
泉
、
道
の
駅

等
々
で
宮
古
の
物
産
を
取
り
寄
せ
、

販
売
を
考
え
て
い
る
。

■
平
成
２４
年
度
の
地
方
交
付
税
は
、

対
前
年
比
２
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
、

５
１
２
５
万
８
千
円
の
減
と
な
っ
て

お
り
、
総
額
で
２１
億
６
８
４
万
３
千

円
で
決
定
し
て
い
る
。
２
年
連
続
減

少
し
、
今
後
も
こ
の
傾
向
が
続
く
も

の
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
経
費
の
削
減
と
歳
入
確
保
に

取
り
組
み
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
見
極

め
な
が
ら
、
優
先
順
位
の
高
い
事
業

か
ら
、実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
、
去

る
８
月
２９
日
内
閣
府
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
徳
島
県

で
最
大
３
万
１
千
人
、
全
国
で
は
３２

万
３
千
人
の
犠
牲
者
が
出
る
と
の
被

害
想
定
を
見
直
し
、
発
表
し
た
。
ま

た
、
９
月
１０
日
に
は
国
土
交
通
省
よ 目黒さんま祭り
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り
発
表
さ
れ
た
、
深
層
崩
壊
の
発
生

の
危
険
性
の
高
い
と
考
え
ら
れ
る
地

点
を
地
図
に
ま
と
め
、
公
表
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に

し
、
神
山
町
の
地
域
住
民
に
危
険
性

を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
早
め
の
避

難
に
繋
が
る
よ
う
、
努
力
を
重
ね
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
を
元
に
被
害
想
定
を
検

証
し
な
が
ら
、
現
在
見
直
し
中
の
地

域
防
災
計
画
に
反
映
さ
せ
、
災
害
に

対
す
る
備
え
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

■
公
共
施
設
の
耐
震
改
修
は
、
防
災

活
動
対
策
の
拠
点
と
な
る
、
役
場
本

庁
舎
は
、
耐
震
補
強
工
事
と
と
も

に
、
築
後
４５
年
が
経
過
し
老
朽
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
水
、
外
壁
、

ト
イ
レ
等
の
改
修
を
同
時
に
行
い
、

新
た
に
災
害
時
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
自
家
発
電
設
備
を
設
置
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
本
年
度
実
施
設
計

を
済
ま
せ
、
来
年
度
か
ら
２
年
間
を

か
け
改
修
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

■
上
分
公
民
館
は
、
本
年
度
中
に
、

現
公
民
館
を
解
体
し
、
山
側
の
擁
壁

改
修
工
事
を
行
い
、
敷
地
を
整
備
し

来
年
度
、
建
築
を
す
る
予
定
で
あ

る
。
建
築
中
は
、
上
分
公
民
館
を
上

分
中
学
校
１
階
に
移
し
、
事
務
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
広
野
公
民
館
は
、
本
年
度
実
施
設

計
を
済
ま
せ
、
来
年
度
中
に
東
側
の

２
階
、
３
階
の
張
り
出
し
部
分
の
撤

去
等
の
耐
震
改
修
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

■
震
災
の
被
害
を
受
け
た
地
域
で
は
、

地
籍
調
査
の
実
施
、
未
実
施
の
違
い

は
、
住
宅
の
再
建
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
に
要
す
る
時
間
や
、
費
用
に

大
き
な
差
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
。
本
町
は
、
休
止
し

て
い
た
、
地
籍
調
査
を
平
成
２３
年
度

か
ら
再
開
を
し
て
お
り
、
現
在
、
神

領
字
西
野
間
地
区
の
調
査
を
進
め
て

い
る
。
同
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

今
後
も
県
等
へ
要
望
を
行
い
、
予
算

確
保
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
町
道
や
集
落
周
辺
の
支
障
木
除
去

に
つ
い
て
は
、
支
障
を
与
え
る
樹
木

の
伐
採
の
準
備
を
本
年
度
か
ら
進

め
、
来
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
林
業
専
用
道
に
つ
い
て
、
県
へ
要

望
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
度
上
分

地
区
の
矢
治
谷
線
と
、
殿
宮
線
の
２

路
線
の
本
年
度
事
業
費
９
千
万
円
が

認
め
ら
れ
た
。
林
業
専
用
道
は
、
こ

れ
ま
で
の
林
道
と
は
異
な
り
、
幹
線

と
な
る
林
道
を
補
完
し
、
森
林
作
業

道
と
組
み
合
わ
せ
て
間
伐
作
業
等
の

森
林
施
業
を
行
う
た
め
の
道
路
で
、

土
構
造
を
原
則
と
し
、
で
き
る
限
り

地
形
に
沿
っ
て
計
画
す
る
道
と
な
っ

て
い
る
。

■
中
央
簡
易
水
道
の
改
修
は
、
水
源

施
設
、
配
水
池
、
滅
菌
施
設
等
老
朽

化
が
著
し
く
進
ん
で
い
る
。
将
来
に

わ
た
り
、
浄
水
を
安
定
的
、
効
率
的

に
供
給
す
る
た
め
に
、
本
年
度
国
補

事
業
の
申
請
を
行
い
、
来
年
度
か
ら

２
年
間
を
か
け
施
設
の
大
規
模
改
修

を
実
施
し
、
耐
震
化
等
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

■
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、

い
わ
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
、
現
在
、
町
内
に
は
こ
の
施
設
は

な
い
が
、
認
知
症
の
高
齢
者
を
持
つ

ご
家
族
や
ご
近
所
の
方
々
か
ら
、
町

内
に
お
い
て
地
域
に
密
着
し
た
身
近

で
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
提
供
を
望
む

声
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、本
年
度
に
入
り
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
整
備
を
行
う
事
業
者
の
公
募
、

選
定
を
行
い
、
医
療
法
人
中
谷
医
院

を
候
補
事
業
者
に
決
定
し
た
。
施
設

が
竣
工
す
る
と
１８
人
の
方
が
利
用
で

き
る
予
定
で
あ
る
。

■
風
力
発
電
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
株
式
会
社
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
上
勝
町
、
神

山
町
に
ま
た
が
る
両
線
沿
い
に
風
力

発
電
所
、
上
勝
町
・
神
山
町
ウ
イ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
の
建
設
を
計
画
し
て
い

る
。
本
町
と
し
て
は
風
力
発
電
は
、

震
災
以
降
安
全
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
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ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
周
辺
の
環
境
に
考
慮
す
る
と

と
も
に
、
十
分
な
調
査
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
住
民
の
方
の
意
見
が
反
映

さ
れ
て
、
適
切
な
予
測
評
価
を
行
う

よ
う
、
ま
た
、
か
つ
、
情
報
開
示
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
申
し
入
れ
た

い
と
考
え
て
い
る
。
等
々
の
報
告
が

あ
っ
た
。

諸

報

告

○
平
成
２４
年
７
、
８
月
分
の
例
月
出

納
検
査
報
告

監
査
委
員
か
ら
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
に
属
す
る
出
納
状
況
を
出
納

機
関
の
諸
帳
簿
、
指
定
金
融
機
関
提

出
の
収
支
日
計
表
、
証
憑
書
類
と
照

合
し
た
結
果
、
過
誤
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

○
平
成
２４
年
指
定
金
融
機
関
の
監
査

結
果
報
告

監
査
委
員
か
ら
基
金
及
び
預
金
の

残
高
に
つ
い
て
、
過
誤
の
な
い
こ
と

並
び
に
事
業
概
要
及
び
財
務
・
事
業

実
績
に
つ
い
て
、
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
旨
の
報
告

が
あ
っ
た
。

○
健
全
化
判
断
比
率
報
告

健
全
化
判
断
比
率
及
び
そ
の
算
定

と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、

適
正
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
２３

年
度
の
普
通
会
計
に
お
け
る
実
質
赤

字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実

質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
は

算
出
さ
れ
ず
、
良
好
で
あ
る
。
旨
の

監
査
委
員
の
意
見
書
を
付
し
て
報
告

が
あ
っ
た
。

○
資
金
不
足
比
率
報
告

簡
易
水
道
会
計
の
資
金
不
足
比
率

及
び
そ
の
算
定
と
な
る
事
項
を
記
載

し
た
書
類
は
、
適
正
に
作
成
さ
れ
て

お
り
、
平
成
２３
年
度
に
お
け
る
資
金

不
足
比
率
は
算
出
さ
れ
ず
、
良
好
で

あ
る
。
旨
の
監
査
委
員
の
意
見
書
を

付
し
て
報
告
が
あ
っ
た
。

○
議
員
派
遣
報
告

第
２８
回
徳
島
県
消
防
操
法
競
技
大

会
ほ
か
３
件
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

条
例
制
定
・
改
廃
等

○
神
山
町
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関

す
る
条
例
制
定

こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
る
一
定
の
証
人
及
び
出
頭
者

に
対
す
る
実
費
弁
償
の
支
給
を
定
め

る
も
の
で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て

は
、
本
規
定
が
未
整
備
で
あ
っ
た
の

で
、
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

条
例
中
、
普
通
財
産
の
譲
与
又
は

減
額
譲
渡
に
つ
い
て
の
規
定
を
し
て

い
る
が
、
平
成
２４
年
５
月
８
日
に
郵

政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
の
公
布
が
あ
り
、
平
成
２４

年
１０
月
１
日
か
ら
郵
便
事
業
株
式
会

社
と
郵
便
局
株
式
会
社
の
２
社
が
合

併
に
よ
り
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
と

な
る
た
め
改
正
を
す
る
も
の
で
あ

る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
神
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正

こ
の
条
例
改
正
は
、
国
に
お
い

て
、
経
済
社
会
の
構
造
の
変
化
に
対

応
し
た
税
制
の
構
築
を
図
る
た
め
の

地
方
税
法
及
び
地
方
法
人
特
別
税
等

に
関
す
る
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
が
平
成
２３
年
１２
月
２

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
本

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

個
人
県
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除

の
対
象
と
な
る
寄
附
金
に
つ
い
て
、

住
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
寄

附
金
と
し
て
、
県
内
に
事
務
所
又
は

事
業
所
を
有
す
る
法
人
又
は
団
体
が

新
た
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

市
町
村
た
ば
こ
税
率
を
、
平
成
２５

年
４
月
１
日
以
後
に
売
渡
し
等
が
行

わ
れ
た
製
造
た
ば
こ
か
ら
、
千
本
に

つ
き
現
行
の
４
、
６
１
８
円
か
ら

５
、
２
６
２
円
に
、
旧
三
級
品
の
紙

巻
た
ば
こ
に
つ
い
て
も
、２
、１
９
０

円
か
ら
２
、
４
９
５
円
に
、
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
神
山
町
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業

基
金
条
例
の
制
定

本
条
例
は
、
こ
の
事
業
収
益
に
関
し
、

介
護
保
険
特
別
会
計
内
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
保
険
給
付
事
業
等
と
区
分

し
、
収
益
が
生
じ
た
場
合
は
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
事
業
基
金
に
積
み
立
て

る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
予
防
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
収
益
を
明
確
化
す

る
も
の
で
あ
る
。（
賛
成
多
数
可
決
）

○
神
山
町
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
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本
条
例
は
、本
年
１０
月
１
日
よ
り
、

徳
島
県
乳
幼
児
等
は
ぐ
く
み
医
療
費

助
成
制
度
の
対
象
年
齢
が
現
行
の
小

学
校
３
年
生
修
了
か
ら
６
年
生
修
了

ま
で
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
伴
い
、

県
準
則
例
に
よ
り
、
乳
幼
児
等
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
条
例
案
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

に
伴
い
、
当
町
で
は
町
単
独
事
業
と

し
て
対
象
者
を
中
学
校
３
年
生
ま
で

に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
し

て
、
題
名
等
の
一
部
改
正
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

人
事
案
件

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

神
山
町
上
分
字
大
中
尾
７６
番
地

森

久
幸

氏

（
同
意
）

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

神
山
町
神
領
字
東
野
間
７１
番
地
３

千
田

倫
男

氏

（
同
意
）

○
神
山
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

神
山
町
下
分
字
中
稲
原
１２５
番
地

西
田

兼
敏

氏

（
同
意
）

○
神
山
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

神
山
町
鬼
籠
野
字
西
分
３３８
番
地
２

上
田

稔

氏

（
同
意
）

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

神
山
町
神
領
字
北
上
角
１７２
番
地

下
川

清

氏

（
同
意
）

そ

の

他

○
財
産
の
取
得

・
取
得
物
件

神
山
・
佐
那
河
内
基
幹
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器

・
契
約
の
相
手
方

徳
島
市
前
川
町
５
丁
目
１
の
１１５

株
式
会
社
四
電
工
徳
島
支
店

理
事
支
店
長

辻
岡

晃

・
取
得
価
格

１
７
７
９
万
２
、
２
５
０
円

・
取
得
目
的

平
成
１６
年
度
神
山
・
佐
那
河
内

地
域
情
報
化
事
業
で
整
備
し
た
機

器
が
８
年
を
経
過
し
、
耐
用
年
数

を
迎
え
る
た
め
更
新
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
指
定
管
理
者
の
指
定

神
山
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
泉

園
、
神
山
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
神
山
町
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
も
の
で
あ
る
。

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
等

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
石
井
１９９４
番

地
社
会
福
祉
法
人

有
誠
福
祉
会

理
事
長

手
束

直
胤

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
指
定
管
理
者
の
指
定

神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、
神
山
町
民
総
合
運
動
場
、
神

山
町
立
神
領
公
民
館
、
神
山
町
民
体

育
館
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
等

名
西
郡
神
山
町
神
領
字
中
津
１０６
番

地
特
定
非
営
利
活
動
法
人
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー

理
事
長

大
南

信
也

（
賛
成
多
数
可
決
）

議
員
発
議
案

○
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
「
地

方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組

み
」
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出

二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
最
も

重
要
な
機
能
を
有
す
る
森
林
の
整

備
・
保
全
等
を
推
進
す
る
市
町
村
の

役
割
を
踏
ま
え
、「
地
球
温
暖
化
の

た
め
の
税
」
の
一
定
割
合
を
、
森
林

面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る
「
地
方
財

源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」
を

早
急
に
構
築
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
の
早
期
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

平
成
１６
年
５
月
に
は
、
自
由
民
主

党
、
民
主
党
、
公
明
党
の
三
党
が「
緊

急
事
態
基
本
法
」
の
制
定
で
合
意
し

た
が
、
今
日
ま
で
制
定
さ
れ
て
い
な

い
。
よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、
今
後

想
定
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
備
え
、

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

「
緊
急
事
態
基
本
法
」
を
早
急
に
制

定
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
た
め

の
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
議
員
派
遣

平
成
２４
年
度
主
要
地
方
道
神
山
鮎

喰
線
整
備
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
総

会
ほ
か
５
件
に
つ
い
て
、
議
員
を
派

第１５号
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一
般
質
問西崎 哲夫 議員

１
問答

答答

２
問答

遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

○
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に

お
け
る
案
件
に
つ
い
て
、
閉
会
中
も

引
き
続
き
調
査
を
行
う
と
決
定
し

た
。請

願
・
陳
情
等

○
要
望
書

・
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
の
早
期
制

定
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
要
望
書

要
望
者

徳
島
市
昭
和
町
１
丁
目
７１

世
界
平
和
連
合
徳
島
県
連
合
会
会

長

自
由
民
主
党
徳
島
県
連
会
長

代
行

徳
島
県
議
会
議
員

竹
内

資
浩

・
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
「
地

方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組

み
」
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
依
頼

要
望
者

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議
員

連
盟
会
長

新
潟
県
議
会
議
員

板
垣

一
徳

以
上
２
件
に
つ
い
て
は
、
意
見
書

の
提
出
を
行
っ
た
。

上
勝
町
、
神
山
町
ウ
ィ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
設
置
計
画
に
つ
い

て�イ

設
置
計
画
手
続
上
で
の
、
町
長

の
意
見
書
提
出
に
当
っ
て
、
平
成
１７

年
度
索
定
の
、
神
山
町
地
域
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
報
告
書
を
ど
の
様

に
活
用
さ
れ
、
又
活
用
す
る
の
か
。

町

長

報
告
書
策
定
当
時
は
、
地
球

温
暖
化
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
又

化
石
燃
料
の
高
騰
や
こ
れ
ら
の
資
源

も
有
限
で
あ
る
と
の
流
れ
の
中
で
、

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
に
関
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
た
背
景
が
あ
っ
た

が
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
、
策

定
当
時
に
は
想
定
外
の
原
発
事
故
に

よ
る
、
原
発
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
と

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
変
っ
て
き

た
。
し
た
が
っ
て
本
町
策
定
デ
ー
タ

は
今
回
の
事
業
に
は
、
お
そ
ら
く
活

用
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
町
と
し
て
は
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
に
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
推
進
の
た
め
の
考
え
方
は

取
入
れ
て
い
き
た
い
。

�ロ

計
画
の
賛
否
両
者
の
、
大
勢
、

小
数
に
係
ら
ず
民
意
へ
の
対
応
の
基

本
的
な
考
え
方
は
。

町

長

説
明
会
、
縦
覧
時
点
で
様
々

な
意
見
が
出
て
い
る
。
町
長
意
見
書

に
は
限
り
な
く
調
査
の
地
点
を
増
や

す
な
ど
、
綿
密
な
調
査
を
実
施
し
、

心
配
さ
れ
て
い
る
方
々
の
不
安
が
払

拭
さ
れ
る
よ
う
な
意
見
書
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

�ハ

こ
の
計
画
に
あ
た
っ
て
、
関
係

町
村
の
連
携
、
協
議
会
と
い
う
よ
う

な
設
置
の
予
定
は
ど
う
か
。
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
、
目
的
、
活
用

に
つ
い
て
問
う
。

町

長

連
携
に
つ
い
て
は
、上
勝
町
、

佐
那
河
内
村
等
か
ら
話
し
も
あ
る
。

協
議
会
に
つ
い
て
は
、
設
置
の
準
備

段
階
よ
り
、
も
っ
と
手
前
の
段
階
の

話
し
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
連

携
の
観
点
は
や
は
り
地
域
に
ど
れ
だ

け
還
元
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、

も
し
協
議
会
を
設
置
す
る
と
す
る
な

ら
ば
議
題
の
中
心
に
な
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
る
。

■

再

問

協
議
会
に
つ
い
て
は
、
設
置
の
時

期
や
目
的
等
々
で
、
町
民
か
ら
見

て
、
事
業
の
推
進
あ
り
き
の
た
め
の

協
議
会
と
な
ら
な
い
様
十
分
な
配
慮

が
必
要
か
と
思
う
。

赤
字
国
債
発
行
法
案
廃
案
に

よ
る
、
国
の
予
算
執
行
抑
制

に
伴
う
地
方
交
付
税
一
時
見
送
り
に

よ
る
、
本
町
へ
の
影
響
は
。

町

長

将
来
的
に
影
響
が
あ
る
か
も

分
り
ま
せ
ん
。
国
会
の
動
向
に
よ
っ

て
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
影
響
は
な
い
。
国
の

政
局
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
地
方

交
付
税
が
今
ま
で
の
よ
う
に
交
付
さ

れ
る
か
と
い
う
と
不
安
要
素
は
あ

る
。
そ
の
際
、
町
は
財
政
調
整
基
金

が
３６
億
円
位
積
ん
で
あ
る
の
で
、
一

時
借
り
入
れ
を
し
な
く
て
も
よ
い
と
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坂口 一之 議員

１
問答

２
問答

答

木元 史幸 議員

１
問

答
２
問答

３
問答

思
う
。
地
方
自
治
を
運
営
す
る
に
当

っ
て
、
過
疎
地
域
は
頼
り
に
し
て
い

る
基
本
的
な
財
源
な
の
で
、
交
付
さ

れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い

の
で
は
な
い
か
と
楽
観
視
は
し
て
い

る
。

徳
島
県
は
野
菜
の
消
費
が
一

番
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
神

山
は
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
人
も
多

い
と
思
う
。

ま
た
糖
尿
病
も
非
常
に
多
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
健
康
と
食
生
活
は
密

接
に
関
係
あ
る
が
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

町

長

神
山
町
の
野
菜
の
摂
取
量
は

全
国
平
均
を
若
干
上
回
っ
て
い
る
。

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
、
保
健

推
進
委
員
、
母
子
保
健
推
進
員
等
で

生
活
習
慣
病
の
予
防
等
に
つ
い
て
野

菜
の
摂
取
量
講
話
、
料
理
教
室
で
料

理
を
作
っ
て
の
カ
ロ
リ
ー
計
算
等

種
々
の
事
業
を
行
い
食
生
活
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

徳
島
県
で
は
第
二
回
目
の
国

民
文
化
祭
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
目
的
は
？

文
化
に
つ
い
て
辞
書
で
は
衣
食
住

を
初
め
技
術
、
学
問
、
芸
術
、
道
徳
、

宗
教
、
政
治
な
ど
生
活
形
成
の
様
式

と
内
容
を
含
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
今
回
は
、
伝
統
芸
能
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
い
。
町
で
の
国
民
文
化

祭
へ
の
参
加
種
目
は
何
か
。

町
内
に
は
寄
井
座
人
形
浄
瑠
璃
、

上
角
の
棒
搗
き
、
阿
川
笠
踊
り
、
左

右
内
、
高
浜
の
獅
子
舞
と
か
色
々
あ

る
が
毎
年
は
無
理
か
も
知
れ
な
い
が

二
年
に
一
回
神
山
温
泉
ま
つ
り
と
共

催
で
一
堂
に
会
し
実
践
す
る
こ
と
も

人
口
減
、
高
齢
化
等
で
各
地
区
で
将

来
に
亘
り
継
承
は
困
難
と
思
う
が
町

の
考
え
は
？

教
育
長

今
回
の
国
文
祭
の
目
的
は
一

つ
は
前
回
の
成
果
継
承
事
業
、
二
つ

目
は
次
世
代
継
承
者
育
成
事
業
、
三

つ
目
は
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事

業
で
あ
る
。

町
の
参
加
は
成
果
事
業
と
し
て
棒

搗
き
、
小
野
さ
く
ら
野
舞
台
特
別
公

演
、
神
山
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
の
三
事
業
で
あ
る
。

町

長

伝
統
文
化
芸
能
の
継
承
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

人
の
減
少
等
で
伝
統
芸
能
を
守
る

事
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
二
年
に

一
度
一
箇
所
で
開
催
し
町
内
全
域
の

人
達
に
伝
統
芸
能
に
関
心
と
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
協
力
と
参
加
に
よ
り

永
き
に
亘
り
継
承
し
て
い
く
た
め
の

一
つ
の
考
え
方
で
あ
る
と
思
う
。
今

後
と
も
知
恵
を
し
ぼ
り
継
承
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

豊
か
な
森
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て

神
通
谷
地
域
で
計
画
さ
れ
て
い
る
こ

の
事
業
の
目
的
、
事
業
の
拡
大
、
森

づ
く
り
の
手
法
に
つ
い
て

産
業
建
設
課
長

�
目
的

森
林
の
多
面
的
機
能
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
、
県
民
・
企
業
・

行
政
が
連
携
し
推
進
し
て
い
く
。

�
事
業
拡
大

現
在
は
４２
・
９９
ha
で
計
画
し
て

い
る
対
岸
の
２５
ha
を
申
請
中
で
あ
る
。

�
手
法

保
安
林
の
指
定
を
受
け
て
い
る
箇

所
も
あ
る
の
で
、
部
分
的
に
モ
ザ
イ

ク
間
伐
、
列
状
間
伐
を
行
う
。
企
業

募
金
に
よ
る
森
づ
く
り
を
活
用
し
て

い
く
。

神
通
谷
地
域
を
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
認
定
の
検
討
は
さ

れ
た
か
。町

長

検
討
は
し
た
が
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
認
定
要
件
の
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。

神
通
発
電
所
、
復
活
に
つ
い

て町

長

個
人
の
水
利
権
と
国
土
交
通

省
の
許
認
可
が
問
題
と
な
る
。
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町税
5億4184万円
11.6%

各種交付金
1億709万円
2.3%

積立金
6億6583万円
14.8%

繰出金
4億3049万円
9.6%

その他
2億2813万円
5.0%

物件費
5億7979万円
12.9%

補助費等
2億9554万円
6.6%

普通建設事業費
5億2549万円
11.7%

人件費
8億8359万円
19.6%

扶助費
3億3817万円
7.5%

公債費
5億5362万円
12.3%

地方譲与税
9565万円
2.0%

地方交付税
24億627万円
51.4%

分担金・
使用料
6850万円
1.6%

国庫支出金
3億8736万円
8.3%

県支出金
3億3535万円
7.0%

町債
3億7650万円
8.0%

その他
3億6453万円
7.8%

歳　入
46億8309万円
（100%）

歳　出
45億65万円
（100%）

平成２３年度

決 算

計

６，９４３，６６７

６，４８３，１５１

特 別 会 計

後期高齢者医療

１０７，０１６

１０６，９０５

介 護 保 険

９１５，９６２

８８５，５０３

簡易水道事業

１４９，０２４

１４４，１７３

国民健康保険

１，０８８，５６９

８４６，１２６

一 般 会 計

４，６８３，０９６

４，５００，４４４

会計区分

歳 入

歳 出

一般会計と特別会計合わせ

６９億４３６６万円を認定�
●平成２３年度決算状況 （単位：千円）

●一般会計決算の内訳

２３年度普通会計地方財政状況調査
に基づくもので、決算額と一致し
ない。
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解 説

１に近く１を超えるほど財源に余裕がある。

財政構造の弾力性を判断する指標で、７５％程度に納まるのが妥当と考えられている。

一般財源に占める公債費の割合で、１５％を下回るのが望ましい。

全ての事業の公債費比率で、１８％以上は起債（借入金）に知事の許可が必要

指 数

０．２１６

７４．３

４．１

６．５

名 称

財 政 力 指 数

経常収支比率

公 債 費 比 率

実質公債費比率

前年度との比較

増減率(%)

１５．５

△３４．７

△９．５

△６８．９

３９．０

△５０．７

４．４

増 減 額

４，５８７，６１１

△３５４，９００

△１，６７２，５１９

△２５９，５３０

１３８，１００

△２５１，３５０

２，１８７，４１２

未 収 額

２２ 年 度

２９，６７９，４０２

１，０２３，３２０

１７，６１１，０６６

３７６，８７０

３５３，９００

４９５，６００

４９，５４０，１５８

２３ 年 度

３４，２６７，０１３

６６８，４２０

１５，９３８，５４７

１１７，３４０

４９２，０００

２４４，２５０

５１，７２７，５７０

区 分

町 税

町 営 住 宅 使 用 料

国 民 健 康 保 険 税

簡 易 水 道 使 用 料

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

計

３２億５４８４万円

９億１１４９万円

１８億３５１６万円

０万円

５００万円

１７２８万円

１億７６３０万円

０万円

６２億０００７万円

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

その他特定目的基金

財 政 調 整 基 金

そ の 他 の 基 金

水 道 基 金

介護給付費準備基金

そ の 他 の 基 金

計

一

般

国

保

介

護

税の公平化と収納に努力を～町税等 滞納総額５１７３万円
●平成２３年度の財政状況

●平成２３年度町税等未収金の状況 （単位：円）

平成２３年度「一般会計」決算を認定
－安心安全なまちづくりの決算になったか－

決算額を前年と比較し、歳入で増加したのは県支

出金の８４１４万円３３．５％増、国庫支出金の１１２８万円

３．０％増があげられ、逆に減少したのは町税１６１１万

円２．９％減、繰越金１８８７万円８．８％減などとなってい

る。

歳出で増加したのは教育費で１億４７７６万円５０．０％

増、消防費で６３９７万円３１．９％増となっている。減少

したのは公債費１億７２３５万円２３．２％減、衛生費

６２９８万円２３．６％減などとなっている。

全体的には、地域活性化対策交付金による景気対

策事業が減少した事により、歳出経費が減少してい

る。

財政では、実質公債費比率が、６．５％（昨年８．１％）

で１．６％下回っており、さらに効率的な財政運営に

努力するよう監査委員から指摘があった。

借り入れ金や積立金は総額いくら
になっているか
●地方債現在高 ３５億１８９４万円

●基金・積立金・預金残高
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行
政
視
察
な
ど

報
告

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長

大
会
に
参
加

第
２２
回
町
村
監
査
委
員
全

国
研
修
会
に
参
加
し
て

去
る
９
月
２７
日
、
１４
時
よ
り
松
山

市
に
お
い
て
四
国
四
県
の
町
村
長
、

議
長
が
一
堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

要
望
事
項
ま
と
め
を
国
に
対
し
提
出

す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

政
府
に
対
し
「
町
村
の
発
展
な
く

し
て
国
家
の
発
展
は
な
い
」
と
い
う

信
念
の
下
、
地
方
の
再
生
を
目
指
す

と
と
も
に
四
国
の
創
造
に
向
け
た
四

国
四
県
の
町
村
の
取
り
組
み
に
対

し
、
強
力
な
支
援
を
求
め
る
。
こ
と

を
宣
言
し
、

�
地
震
防
災
対
策
�
地
方
財
政
の

充
実
強
化
�
農
林
水
産
業
の
振
興
対

策
�
水
資
源
対
策
の
充
実
・
強
化

�
「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
早
期
整
備
及
び
本
州
四
国
連
絡
道

路
に
お
け
る
全
国
共
通
水
準
料
金
の

確
実
な
実
現
に
つ
い
て
�
米
軍
機
Ｍ

Ｖ－

２２
オ
ス
プ
レ
イ
の
低
空
飛
行
訓

練
の
中
止
に
つ
い
て
を
政
府
に
対
し

強
く
要
望
す
る
旨
を
決
議
し
た
。

そ
の
後
昨
年
３
月
に
襲
来
し
た
、

「
東
日
本
大
震
災
津
波

そ
の
時
、

そ
れ
か
ら
」
と
題
し
人
口
の
７
・

８
％
の
１
、
２
７
６
名
の
死
者
、
行

方
不
明
者
を
数
え
た
岩
手
県
大
槌
町

平
野
公
三
総
務
部
長
が
そ
の
後
の
対

策
、
対
応
に
つ
い
て
の
苦
労
話
、
心

痛
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
町
長
ま

で
も
が
津
波
の
犠
牲
に
あ
わ
れ
町
長

の
代
わ
り
と
な
っ
て
不
眠
不
休
で
、

対
応
に
追
わ
れ
た
こ
と
を
涙
な
が
ら

に
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
強
く
心
に

響
い
た
。

（
森
本
吉
治
）

平
成
２４
年
１０
月
３
・
４
日
、
東
京

都
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
於
い
て
第

２２
回
町
村
監
査
全
国
研
修
会
が
あ

り
、
議
会
選
出
の
木
元
監
査
委
員
と

出
席
し
た
。

研
修
会
に
先
立
ち
、
平
成
２４
年
度

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
が
あ
り
、

町
村
監
査
委
員
と
し
て
７
年
以
上
在

職
し
功
労
の
あ
っ
た
７３
人
、
町
村
監

査
事
務
職
員
及
び
関
係
協
議
会
職
員

と
し
て
１０
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ

っ
た
３
人
、
計
７６
人
の
功
労
者
が
表

彰
さ
れ
た
。

引
き
続
き
講
演
が
あ
っ
た
。

１
「
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
の

見
直
し
」

新
会
計
基
準
に
基
づ
く
適
切
な

予
算
の
作
成
は
も
と
よ
り
、
新
た

な
財
務
諸
表
を
も
と
に
真
の
経
営

実
態
を
把
握
・
説
明
で
き
る
よ
う
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７月２０日��� ���

９月２５日��� ���

に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
経
営
実

態
を
踏
ま
え
た
対
策
に
着
手
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

２
「
地
方
自
治
の
展
望
と
課
題
」

日
本
経
済
新
聞
の
谷
隆
徳
論
説

委
員
よ
り
、
難
航
し
た
地
方
自
治

法
の
改
正
、
地
域
主
権
改
革
、
先

送
り
さ
れ
た
監
査
体
制
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
国
で
の
検
討
状
況
の

説
明
が
あ
っ
た
。

３
「
効
率
的
監
査
の
執
行
と
監
査

責
任
に
つ
い
て
」

長
年
に
わ
た
り
不
正
経
理
（
裏

金
づ
く
り
、
物
品
の
不
正
購
入
）

の
摘
発
が
不
充
分
で
あ
っ
た
事
に

よ
り
監
査
制
度
の
見
直
し
と
な

り
、
総
務
省
の
た
た
き
台
（
監
査

機
能
の
共
同
化
）
で
あ
る
監
査
の

独
立
性
、
専
門
性
を
よ
り
高
め
る

た
め
、
地
方
公
共
団
体
で
監
査
等

を
共
同
で
行
う
見
直
し
案
で
あ

る
。

今
回
の
研
修
内
容
を
今
後
の
監
査

に
活
か
し
た
い
と
思
う
。

（
代
表
監
査
委
員

橋
本

稔
）

第２回 議員研修会
平成２４年７月２０日に第２回議員研修会が神山
町役場新館会議室で行われた。研修は以前４月
２９日に佐那河内村議会と合同でしたが今回は神
山町単独で新潟県立大学准教授の田口一博先生
による「決算審査と議会の監査機能について」
講義を受けた。

●決算審査について

自治体審査の性格
年度の事業終了後、会計管理者が調整し、監査委員が監査し、数値を確定。監査委員は審査意
見書を付して長に報告。長は「認定を求める案件」として議会に提出。

●決算の認定

決算の意義と考え方
「決算」は、歳入歳出予算に基づく収入と支出の結果を集計した計算書である。そしてまた、
予算執行した結果どのような成果を挙げたかを示す成果報告書でもある。
議会が決定した予算が適正に執行されたかどうかを審査するとともに各種資料に基づいてその
行政効果や経済効果を測定し、住民に代わって行政効果を評価する、きわめて重要な意味がある
と再認識すべきである。第２の夕張市にならないように優先順位を決めて何が今必要か重要かを
考えるいい内容であった。 （高橋和男）

第３回 議員研修会
議会の役割を、テーマに平成２４年９月２５日佐那河内

村議会と、合同で開催した。
要旨は�議決権を有する、�民意の反映方法の２点
であった。
分権が進む一方で、効率、効果を優先する社会とな
っている異議なし議会となってしまいがちである。代
案を示しつつ、監視機能の充実をはかり、課題解決の
ために、未来のために、発言すべき時に、すべき事を、
発言出来る議会を目指し、努めたいと思う。（木元史幸）
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９
月

１６
日

下
分
地
区
敬
老
会

２３
日

神
領
地
区
・
上
分
地
区
敬
老
会

２５
日

議
員
研
修
会

２７
日
〜
２８
日

四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会

３０
日

阿
川
地
区
敬
老
会

１０
月

３
日

主
要
地
方
道
石
井
神
山
線
並
び

に
高
川
原
石
井
線
整
備
改
良
期

成
同
盟
会
総
会

３
日
〜
４
日

監
査
委
員
全
国
研
修
会

７
日

広
野
地
区
・
鬼
籠
野
地
区
・
左

右
内
地
区
敬
老
会

９
日
〜
１２
日

定
例
監
査

１１
日

主
要
地
方
道
神
山
鮎
喰
線
整
備

改
良
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

１５
日

四
国
横
断
線
改
良
期
成
同
盟
会

総
会

２４
日
〜
２６
日

議
会
議
員
行
政
視
察
研

修

１１
月

６
日

第
５３
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
研
修
会

８
日
〜
９
日

財
政
援
助
団
体
監
査

１４
日

第
５６
回
町
村
議
長
会
全
国
大
会

１５
日
〜
１６
日

徳
島
県
町
村
議
長
会
役

員
研
修

編

集

後

記

町
内
各
地
区
で
は
恒
例
の
秋
祭

り
や
運
動
会
、
芸
能
文
化
活
動
な

ど
が
行
わ
れ
、
一
年
で
最
も
活
動

的
な
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。

一
方
国
政
は
相
変
わ
ら
ず
不
透

明
で
、
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
も

近
い
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、
東
日

本
大
震
災
の
復
旧
復
興
、
原
発
の

是
非
、
外
交
問
題
等
々
課
題
が
山

積
で
す
。

神
山
で
も
少
子
高
齢
化
は
も
と

よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

地
域
防
災
な
ど
気
に
か
か
る
課
題

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
９
月

議
会
を
中
心
と
し
た
内
容
で
、
決

算
認
定
、
補
正
予
算
、
一
般
質
問

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
発
刊
が
４
年
目

を
迎
え
第
１５
号
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
議
会
情
報
を
で
き
る
だ

け
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ

し
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
樫
本

雄
一
）

議
会
の
動
き

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
！

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
が
議
場
で

ど
ん
な
発
言
を
し
て
い
る
の
か
お
確

か
め
下
さ
い
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

定
例
会
は
年
４
回
（
３
月
・
６
月
・

９
月
・
１２
月
）
に
開
か
れ
ま
す
。

日
程
・
手
続
き
等
は
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

神
山
町
議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
５
１
１

﹇
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
﹈

次
の
定
例
会
は

１２
月
中
旬
で
す
。

議
会
だ
よ
り
の
投
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
「
出
来
事
」
や
「
情
報
」

な
ど
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

投
稿
は
自
由
で
す
。
提
出
さ
れ
た
投

稿
は
、
本
委
員
会
で
協
議
検
討
し
、

承
認
を
得
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
発
刊
月
は
２
月
・
５

月
・
８
月
・
１１
月
の
年
４
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

神
山
町
役
場
内

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
５
１
１

﹇
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
﹈

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA議会が、一会計年度の歳入歳出予算の執行の実績である決算について、その内容を審査

した上で、収入・支出が適法かつ正当に行われたかどうかを確認することをいう。

決算については、町長は、監査委員の審査意見書を付けて、次年度の通常予算（当初予算）

を審議する会議までに、決算を議会の認定に付さなければならないものとされている。

？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
議会用語解説

決算認定とは決算認定とは

12議会だより かみやま


